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1

森
征
一
教
授
の
御
退
職
記
念
号
が
、
こ
の
度
、
無
事
刊
行
と

な
り
ま
し
た
。
法
学
研
究
編
集
委
員
会
で
は
、
永
年
の
慣
行
と
し
て
、

御
完
職
に
な
ら
れ
る
先
生
方
へ
の
、
法
学
研
究
会
か
ら
の
さ
さ
や
か

な
感
謝
の
一
端
と
し
て
、
御
退
職
記
念
号
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
今
回
も
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
森
征
一
教
授
・
御
退
職
記
念
号

が
刊
行
の
は
こ
び
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

2

本
記
念
号
の
刊
行
を
も
ち
ま
し
て
、
法
学
研
究
会
と
し
て
、

永
年
に
わ
た
る
森
征
一
教
授
の
法
学
部
に
お
け
る
研
究
・
教
育
・
行

政
へ
の
多
大
な
御
貢
献
と
御
尽
力
に
、
心
か
ら
の
深
い
感
謝
の
意
を

表
し
た
次
第
で
す
。
先
生
の
御
清
栄
に
て
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
と

御
活
躍
を
深
甚
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

3

森
教
授
は
、
そ
の
御
略
歴
や
御
業
績
目
録
か
ら
も
明
ら
か
な

よ
う
に
、
研
究
者
や
教
育
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
法
学
部
長
・
大

学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
・
就
職
部
長
・
学
生
部
長
・
常
任
理
事
と

い
う
激
務
の
御
要
職
に
お
い
て
も
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
法
学
部
の

研
究
・
教
育
に
多
大
の
御
貢
献
を
な
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
若
き

日
の
秀
作
、

中
世
イ
タ
リ
ア
の
都
市
コ
ム
ー
ネ
と
条
例
制
定
権
理

論

は
、
計
四
回
に
も
及
ぶ
連
載
の
、
大
部
の
力
作
で
あ
り
、
若
く

し
て
既
に
森
教
授
の
西
洋
法
制
史
研
究
者
と
し
て
の
名
を
高
ら
し
め
、

卓
抜
し
た
多
く
の
可
能
性
を
顕
著
に
示
し
た
も
の
で
す
し
、
ま
た
、

法
学
部
長
・
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員
長
・
常
任
理
事
等
と
し
て
の

御
手
腕
は
、
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
常
人
に

は
困
難
を
極
め
る
二
つ
の
柱
を
、
見
事
に
両
立
さ
れ
ま
し
た
。

4

森
教
授
と
の
出
会
い
は
、
昭
和
四
〇
年
代
半
ば
頃
、
大
学
院

共
同
研
究
室
（
研
究
棟

B1

F）
の
時
代
で
し
た
か
ら
、
後
輩
の
一

人
と
し
て
、
私
も
四
〇
年
近
く
も
御
交
誼
を
戴
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

皮
製
の
学
生
カ
バ
ン
を
手
に
、
背
筋
を
し
っ
か
り
伸
ば
し
、
姿
勢
正

し
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
颯
爽
と
歩
か
れ
て
い
た
当
時
院
生
の
先
生
は
、

共
同
研
究
室
で
朝
か
ら
夜
ま
で
努
力
さ
れ
る
大
変
な
勉
強
家
で
あ
り
、

日
曜
日
も
例
外
で
は
な
く
、
法
学
部
助
手
時
代
も
同
様
で
し
た
。
後

輩
院
生
達
が
自
ず
と
範
と
し
た
、
先
生
の

日
曜
日
の
大
学
院
修
行

時
代

で
し
た
。
当
時
よ
り
、
先
生
の
周
り
に
は
、
い
つ
も
同
輩
や

後
輩
達
の
多
く
の
人
の
輪
が
、
ご
く
自
然
に
形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
、

弱
者
へ
の
暖
か
い
眼
差
し
や
い
た
わ
り
、
そ
し
て
先
生
の
御
人
望
の

な
せ
る
業
で
あ
る
、
と
拝
察
さ
れ
ま
し
た
。

5

大
学
紛
争
の
時
代
、
学
生
占
拠
に
備
え
、
明
日
か
ら
大
学
当

局
に
よ
る
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
が
あ
る
、
と
い
う
緊
急
事
態
の
夜
遅
く
、

誰
も
い
な
い
研
究
棟
で
、
先
生
や
私
は
、
研
究
作
業
を
急
い
で
切
り

あ
げ
、
書
籍
や
資
料
を
両
手
一
杯
に
帰
宅
し
ま
し
た
が
、
爾
来
三
〇

数
年
、
先
生
の
御
研
究
へ
の
真
摯
な
学
問
的
姿
勢
は
、
御
激
務
の
渦

中
の
今
も
、
当
時
と
ま
っ
た
く
変
わ
り
が
な
い
よ
う
に
、
お
見
受
け

さ
れ
ま
す
。
御
研
究
の
さ
ら
な
る
御
発
展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

6

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
記
念
号
の
刊
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
編
集
部
や
法
学
研
究
会
事
務
局
の
方
々
か
ら

は
、
い
つ
も
な
が
ら
様
々
な
御
尽
力
を
戴
き
ま
し
た
。
記
し
て
、
そ

の
御
労
苦
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
一
年
一
月
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